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市長）公約や長年の懸案事項を解消、解決して
きた。少子高齢社会の進捗に対応できるよう、
魅力があり、長く定住し住み続けたいと思える
まちにしていきたい。十分な成果が得られてい
ないと思うが引き続き努力して参りたい。
皆）チームワークの良いとはどんな組織か？
市）情報の共有化、自由な議論がされている。
皆）チームワークが良いとは明確な目標、役割
分担、自律、実行力も必要だ。互いに尊敬、敬
意を払うことや失敗を許せるかも大事な要素。
しかし、それとは異なる現実があると指摘する。
就任時市長から職員へ、意見等、直接寄せてほ
しい旨のメッセージは今も変わらないか？
市）市長室も常に開けていつでも職員が入れる
ようにしている。自由な雰囲気で職員と直接触
れ合う機会を作っているし大切にしていきたい。
皆）正規職員だけではなく、声を出しにくい臨
時、嘱託職員には改めてそのことを伝えて欲し
いし、その姿勢を貫くようにすべき。
皆）予算編成方針において、財政運営では不用
額の発生、予算の未執行等について気を付ける
よう指示を出すなど地道な財政運営を行ってい
る。今年度約６億の財調の積み増しを行い、臨
時財政対策債を借りずにいることは評価する。
施政方針で経済状況について「堅調な民需に支
えられて景気回復が見込まれることを期待して
いる…」とある。現実は、物価の上昇が先行し
賃金は追いついていない。大手企業は賃上げし
たが、パート等非正規増、全体としては賃金低
減。ＧＤＰも年率１１．４％減、消費税増税分個人消
費の低迷、輸出低調、景気は足踏み状態が続く。
市）経済は生き物。月例報告からの引用であり、
敢えてここで期待したいとする気持ちを述べた。
皆）本日時点では無理としてもこの見解は昨年
の１２月のもので年明けから変化。一昨年の施政
方針では、「個人消費は弱さが見られ、昨年度後
半には、実質ＧＤＰ成長率がマイナス」と厳しい
認識だ。わざわざ施政方針に書くのであれば危
機感をもって現実を捉えた記述をすべきだった。
◆皆）地域福祉計画を実行性のあるものにすべ
き。庁内組織、市民等で構成の地域福祉推進協
議会と会議ばかりで二重行政にならないか？
市）地域の実情を踏まえて進める。行政の押し
付けではなく地域の方との連携、どの様にご協
力いただくか等市側がリーダーシップを発揮し
役割分担を含めて実効性のあるものに。形作っ
て中身入ってなく結局、瓦解では許されない。
◆皆）日吉民設民営保育園の議案再提案はお粗
末。今後、地域住民への説明会の開催をすべき。
市）日吉、ほんだ共に説明会をしなければならない。
◆皆）特別支援教室の開設にあたり、メリット
・デメリット等先行事例も見つつ、保護者の意
見を十分に聴きながら丁寧に進めるように。
教育長）先行例のノウハウも勉強し進めていく。
◆皆）精神障害の窓口一本化、手話通訳拡大と
評価できる。今後、市として障害者差別解消の
条例化を目指し準備の一年としてはいかがか？
市）今後、研究、検討してまいりたい。
◆皆）男女平等推進施策について昨年との違い
「女性の活躍」のみ。性的少数者への理解は？
市）女性の力を大いに発揮していただきたい。
ＬＧＢＴについては講座や啓発活動継続。男女平
等推進委員会で次期計画への反映を検討する。
◆皆）嘱託職員の報酬月額の抜本的見直しにつ
いては全体的には評価する。庁議での議論も活
発だった。臨時職員について課題はあるか？
市）他市との均衡を考慮し単価の見直しをした。
◆皆）アウトソーシングの推進だけでは市民の
理解は得られない。市民サービス向上、効率化
両立が必要だが、その手段についての見解は？

市）民間出身として企業努力、社会貢献等承知
している。ＰＰＰ、広域連携等指定管理者制度
を横軸とした管理を新年度取り組む。民間をコ
ントロールするといった認識を持ち進めたい。
皆）民間委託を否定しないが制度の検証も必要。
新たな仕組みより担当部署こそしっかりすべき。
◆「健康で文化的な都市」の表現を外した理由。
市）外したことが軽視したということではない。
皆）記載されていないことが残念である。

着実な改革の前進
油断せず改善持続を

公明党　　木島　たかし

【財政健全化への取り組みについて】
問）２８年度予算は２７年度と同様に借金を減少さ
せ基金を積増したことを大きく評価する。その
上で、中長期的な安定した財政基盤確立のため
油断を排し、さらなる行財政改革が必要だと考
えるが、市長の決意を伺いたい。
市長）課題は山積している。今後も負担を先送
りせず安易に基金を取崩さずに財政運営を行う。
【庁舎建設基金の再設置と財政調整基金】
問）財政調整基金（以下、「財調」）がここ数年
の着実な積増しにより、２８年度末に約３４億とな
ることを踏まえ、２３年度に廃止をして財調に編
入した庁舎建設基金（当時約１６億）を２８年度中
に再設置する、との市長の考えを評価する。そ
の上で、今後も財調への積増しを図るべき。
市長）財政の弾力性を保つためには一定の基金
が必要だ。指摘の通り進めて行きたい。
【保育の待機児童解消への取り組みについて】
問）２８年度は民設民営により新たに３園の開所
が予定されていることを評価したい。今後も民
間保育所の誘致を進める上で、工事や運営につ
いて事業者側の地域住民への丁寧な取り組みが
必要だと考える。市が調整役を果たすべきだ。
市長）保護者や近隣住民に安心していただくた
めに柔軟に対応していきたい。
【学校の教育環境の整備について】
問）小学校のトイレ改修及び特別教室のエアコ
ン設置（各３校ずつ）は２８年度の重要な事業。
昨年六小のトイレ改修工事が入札不調になった
ことを踏まえ、万全の準備を。
教育長）昨年の入札結果を踏まえ、積算を見直
すなど努力してきた。順調に進むようにしたい。
【認知症施策のさらなる充実について】
問）認知症カフェ（２ヶ所）設置及び地域支援
推進員（地域包括支援センター３ヶ所）の配置
を大きく評価。今後も若年性認知症への対応も
含めさらに安心して相談を受けられる体制を。
市長）より力を入れて支援を行っていく。
【健康のための検診や予防接種事業について】
問）就学前乳幼児等を対象としたインフルエン
ザ予防接種の一部公費負担。また、若年層（２５
～２９歳）への健康診断の拡充を高く評価する。
周知に力を入れて取り組んでいただきたい。
市長）ホームページやツイッター等、あらゆる
ツールを使って広報を行っていきたい。
【ぶんバス事業のさらなる取り組みについて】
問）北町ルートに続き、「万葉ルート」（史跡周
辺地域）の実現とともに「けやきルート」（東
恋ヶ窪周辺地域）の運行の具現化を。
市長）万葉ルートは１２月頃をめどに進める。け
やきルートは課題を克服するために取り組む。
【都市計画道路の着実な整備について】
問）①国分寺駅北口再開発に連動する国３・４・１２

号線②西武国分寺線踏切安全対策を兼ねる国
３・４・６号線③国分寺街道を中心とした国３・４・１2
号線この３路線は特に整備が必要。推進を。
市長）丁寧に着実に推進していきたい。
【街灯のLED化の推進について】
問）市管理の街灯照明灯ＬＥＤ化が進められて
いることを評価。その上で、自治会・町内会が管
理する街灯もLED化を進めるべきと考えるが。
市長）２９年度から進めていくためにしっかりと
計画を立てていきたい。
【ごみ減量化への取り組みについて】
問）まだ食べられる状態なのに廃棄されてしま
う「食品ロス」を減らすために、「フードバンク」
等のさらなる取り組みが必要と考えるが。
市長）市として進めてまいりたい。
※他に以下の課題の推進や改善を求めました。
◎職員の事務遂行における基本姿勢
◎産後ケアの充実への取り組み
◎学童保育所の民間事業所誘致による充実
◎いじめ虐待防止への不断の取り組み
◎ひとり親家庭への支援の充実
◎介護支援ボランティア制度の円滑な推進
◎国分寺駅北口再開発の工事中の安全確保及び
駅利用者の動線等、利便性向上を。
◎西国分寺駅北口周辺のまちづくりは、周辺住
民をはじめ市民の関心も高い。今後の進め方に
ついては、的確な情報提供を。
◎文化庁が推進する「日本遺産」認定に向けた
取り組みを通じて国分寺のまちの魅力発信を。
◎都立多摩図書館の泉町への移転に伴う市民の
読書環境のサービス拡充。

今こそ、地域福祉の
まちをつくろう！

国分寺・生活者ネットワーク　　高瀬　かおる

（問）若い世代が「このまちで暮らし続けたい」
と実感できる国分寺にするためにも、確かな財
政基盤を築くことは重要だ。また、地域福祉計
画が策定され、新総合事業が始まる今こそ、地
域福祉のまちづくりを推進するチャンスだと考
える。これまで以上に、多様な価値観を持つ市
民や団体との連携、協働が重要になる。その基
盤となるのが、正しくわかりやすい情報公開だ。
説明責任はもちろん必要だが、合わせて、情報

請願・陳情の提出については議会事務局調査担当（042）325-0111（内線581）までお問い合わせください。

� 次ページに続く

平成２８年第１回定例会終了後、第２回定
例会までの委員会等は下記のとおりです。
４月１５日（金）議会運営委員会
４月２１日（木）厚生委員会
４月２２日（金）総務委員会
４月２５日（月）建設環境委員会
４月２６日（火）国分寺駅周辺整備特別委員会
４月２７日（水）文教子ども委員会
５月９日（月）議会運営委員会
５月３０日（月）代表者会議、�議会運営委員会
市役所第１庁舎３階委員会室で午前９時
30分から開催します。
※５月９日の議会運営委員会は午後１時
から開催します。
※詳しくは、市議会ホームページをご参照
ください。

閉会中の委員会等
委員会はどなたでも傍聴できます


